




※webアンケートなど/webアンケート：2013年10月に新河岸川流域にお住まいの方を対象に実施（回答者数：427人）/川でつながる発表会：世代を超えた交流が生まれることを目的に、川や水、環境を対象にした活動成果を発表する会
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自宅に雨水貯留施設（貯留
タンクなど）を設置する

自宅に雨水浸透施設（浸透ます、
浸透トレンチなど）を設置する

自宅の庭やベランダで植物を生育する

生垣を設置する

緑地（森林、田畑、湿地など）
保全の市民活動に参加する

大雨のときに川へ少しでも水を流さないように、
おふろや、洗濯の水を流さないなどする

雨水を貯めて、水まきや、
植物への水やりをしている

ハザードマップを見る

ホームページ等で情報を収集する

イベントに参加したことがある

：取り組んでいる
：取り組みたい

（％）

大人大人 子ども子ども

平成26年2月9日に開催された「第9回川でつながる発表会」では、みなさんのアクショ

ンを自由回答形式で聞きました。駐車場のアスファルトをはがしたいなど、具体的な取り

組みについて回答された方もいました。

・水が地中に浸みこむ工夫のため、
　駐車場のアスファルトをはがしたい。

・大雨の時は水道の利用を控える。

・地域の防水対策の仕組みについて
  勉強し、将来の水害時の備えにしたい。

・川を知る。

・川の清掃をする。

・普段から川の様子を見て、
　意識を高める。

他に比べよく取
り組まれている

他に比べよく取
り組まれている

・水害における具体的な対策などを
話し合いたい。

治水施設の整備 

流域に
おける
対 策 

ソフト対策 

保水・遊水機能の維持、増大 

河川の改修、排水機場や調節
池の整備など 

公共施設での雨水貯留施設の
整備、住宅での浸透施設の設
置など 

土地利用の規制、盛土の抑
制・調整、高床式建築の奨
励など

雨量・水位の情報収集や提
供、水防体制の強化など

ハザードマップの公表、
パンフレットの配布等 

水害に対して安全な
土地利用等

警戒･水防体制の確立  

広報・PR活動等
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浸水の可能性が低い台地が上流側に、浸水の可能性
が高い低地が下流側に位置しております。大雨が
降った際、上流側に住んでいる人が水を一気に
流さないように意識しないと下流側では大変
な被害になる可能性があります。つまり流
域全体のことを考えると、台地（上流）・

低地（下流）の区別なくみんな
で浸水対策を進めて
いく必要があります。

総合治水対策を進めるにあたり、ハザードマップなどの行政情報を見る機会の少ない学生に情報を伝えることは難しいです。しかしながら、流域
一体で取り組むには学生たちにも水害を減らす方法を知ってもらうことは重要です。そこで新河岸川流域に住んでいる方々を対象に水害を減らす取り
組みについて学生に伝える方法を聞きました。みなさんご自身の経験してきたことを中心に web アンケートなど※でアイデアを頂きましたので、紹介し
ます。

新河岸川流域に住んでいる方々を対象に水害を減らすための行動について、実際に取り組んでいること、取り組みたいことをwebアンケートなど※で聞きました。

そこで昭和 57 年以降、新河岸川流域では「雨をすぐに流さ
ないような施設の設置など（ハード対策）」と「浸水する可能
性がある場所を事前に住民に知らせるなど（ソフト対策）」を
組み合わせた「総合治水対策」を進めています。
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新河岸川流域について

水害を減らすために学生（小・中・高生）に伝えるみんなのアイデア

水害を減らすためのアクション

総合治水対策について

ど

流域一体で取り組もう！

みんなで考える水害を減らす方法
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●水害の模型を活用し
た学校での授業をする。
●水害経験者による授業
をする。

●森林を残すことの必要性を
伝える講演会を開催する。
●土木建設業の災害史を伝える
現地見学会を開催する。

●夏休みを活用してイベントに参加させる。
●義務教育で教える
●水害を減少させる取り組みをグループで
検討する。
●水害を減少させる取り組みをテレビCM
で放送する。

●実際に水害を減少させる
ための取り組んでいる現
場を見学する。
●川に入って、川の存在の
重要性を感じてもらう。

●社会科見学を活用し
現場見学をさせる。
●水の安全について考えて
もらう。 ●災害史、河川の変遷

を伝承する。
●河川の役割を伝える授
業をする。

●河川のモニタリング
会を開催する。
●家庭で情報啓蒙をする。

取り組んでいること
と取り組みたいことの
差が大きいなー。
みんなでがんばろー。

里川73号　平成26年3月
5
特集：流域一体で取り組もう！みんなで考える水害を減らす方法

その他その他

官公庁官公庁
先 生先 生

民間企業民間企業ＮＰＯＮＰＯ

有識者有識者

大学生大学生

学校の授業で教える
というアイデアが多く、小さ
い頃に体験学習などを通じて
教えてもらったことって確かに

印象に残りますね。

コメンテータコメンテータ

webアンケート 川でつながる発表会


